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３福薬発第５０３号 

令和４年１月２６日 

 

各地区薬剤師会会長 殿 

本会役員 各位 

 

公益社団法人福岡県薬剤師会 

会 長  原口 亨 

（新型コロナウイルス感染症対策本部長） 

 

福岡コロナ警報の発動について（依頼） 

 

 標記について、別添のとおり福岡県企画・地域振興部国際局国際政策課より、

英語、中国語など多言語の翻訳文が提供されるとともに、在留外国人への周知依

頼がありましたので、薬局窓口等での周知にご協力いただきますようお願いい

たします。 

 



公印省略   

３国政第１６２９号   

令和４年１月２６日  

 

各関係団体 ご担当者様  

 

福岡県企画・地域振興部国際局国際政策課長  

 

福岡コロナ警報の発動について（依頼） 

 

貴職におかれましては、日頃から、国際交流推進に向けた本県の取組みにご協力いただき、

心から感謝申し上げます。  

このたび、本県新型コロナウイルス感染症対策本部において、『福岡コロナ警報の発動につ

いて』を発出しましたので、お知らせいたします。 

つきましては、その内容について多言語に翻訳したものをお送りしますので、貴団体ホーム

ページへの掲載やSNS等での情報発信、関係機関への送付など、域内の在留外国人への周知を

お願いいたします。 

 

※ 翻訳文については、福岡県 HPにて PDFデータを掲載しております。 

 

【福岡県HP・外国語ページの URL】 

〇英語  

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/site/english/en-living-infection-c4-1.html 

〇やさしい日本語  

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/site/japanese/ja -living-infection-c4-1.html  

【QRコード】 

 〇英語         〇やさしい日本語 

        

 

 

 

【掲載言語】：英語、やさしい日本語、中国語、韓国語、ベトナム語、ネパール語 

インドネシア語、タイ語を上記 HP内でご確認いただけます。 

 

 

 担当：福岡県企画・地域振興部国際局 

国際政策課交流推進係 副島 

TEL：092-643-3201  FAX：092-643-3224 

メール：intpol@pref.fukuoka.lg.jp 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/site/english/en-living-infection-c4-1.html


 

翻訳原文 

福岡コロナ警報の発動について 

２０２２年１月２０日（木曜日） 発表 

 

1 月 20 日（木曜日）、「福岡コロナ警報」を発動することを決定しました。 

今年に入って感染拡大傾向が続いており、１月１９日（水曜日）には新規陽性者数が

過去最多の２，２０８人となりました。これまでに経験したことのない速さ（２週間で約８

０倍）で、また、都市部だけではなく全県的に感染が拡がっています。直近１週間で見

ると１０代と２０代で全体の５５％を占めていますが、今後、感染拡大が続けば、重症

化リスクの高い高齢者等への感染拡大や医療への負荷が高まることも懸念されま

す。１月１９日（水曜日）時点の入院者数は、１週間前の約２.３倍（９５人→２１４人）に

増加しています。 

１月１９日（水曜日）時点の感染状況等を「福岡コロナ警報」の各指標で見ると、次の

とおりです。 

  新規陽性者数は、７日移動平均の増加傾向が約３週間継続中 

  病床使用率は１３.６％ 

  オミクロン株にほぼ置き換わっており、ブレークスルー感染も目立っている 

第６波における新規陽性者数のうち入院する者の割合や平均入院期間などを元に試

算したところ、病床使用率が１月２１日（金曜日）明日には警報発動の目安である１

５％を上回ることが想定されています。 



 

翻訳原文 

このため、専門家の意見や市町村との協議を踏まえて総合的に判断し、本日、福岡

コロナ「警報」を発動します。本県に隣接する佐賀県、大分県で足並みをそろえて国

へのまん延防止等重点措置の適用の要請を行います。 

まん延防止等重点措置が適用されるまで、短い期間になると思われ、県民、事業者

の皆さまに混乱を生じさせないため、今回、まん延防止等重点措置と同等の措置を

県独自に実施します。 

 

期間は、１月２４日（月曜日）から２月２０日（日曜日）まで、措置区域は県全域としま

す。 

【県民の皆さまへの要請】 

 

外出にあたっては、ワクチンを接種された方を含め、マスクを着用し、訪問先での手

指消毒や検温等を行ってください。基本的な感染対策の徹底をお願いします。また、

目的地の感染状況、利用する施設の感染防止対策をよく確認し、混雑した場所や感



 

翻訳原文 

染リスクの高い場所への外出は自粛してください。特に、発熱等の症状がある場合

は、外出を避け、積極的に医療機関等を受診し、検査を受検していただくようお願い

します。 

 

不要不急の県境をまたぐ移動、特に緊急事態措置区域やまん延防止等重点措置区

域との往来は極力控えてください。どうしても移動が必要な場合は、ＰＣＲ等の検査を

受け、陰性の確認を行うようお願いします。 

 

外食の際は、県の第三者認証を受けた感染防止認証店をはじめ、業種別ガイドライ

ンを遵守している飲食店を選び、感染対策が徹底されていない店の利用を自粛してく

ださい。また、営業時間の変更を要請した時間以降、飲⻝店にみだりに出入りしない

ようにしてください。 



 

翻訳原文 

飲食店等の同一グループの同一テーブルの利用は、原則４人以内としてください。 

長時間の会食は、気分の高揚、注意力の低下により大声になりやすいため、会食

は、個人宅等での会食も含め、２時間以内とし、会話の際は、マスクを着用し、大声を

出さないようお願いします。 

 

 

飲食店及びその利用者は、「感染リスクを避ける飲食店等の利用について」を遵守し

てください。 



 

翻訳原文 

 

カラオケで歌う時はマスクを着用し、歌う人との距離は２ｍ以上、座席の間隔は１ｍ以

上を確保してください。マイク等は利用者が変わる都度消毒してください。 

 

ワクチン接種の有無に関わらず、感染リスクが高い環境にある等のため感染不安を

感じる無症状の方は、県が実施している無料の検査を受けてください。現在、県内２１

８ヵ所で実施しています。 

【飲食店の皆さまへの要請】 



 

翻訳原文 

 

飲食店の皆さまには、営業時間の短縮等をお願いします。感染防止認証店について

は、営業時間を５時から２１時までの間とし、酒類の提供は１１時から、オーダーストッ

プは２０時３０分までとします。福岡県から交付を受けた「感染防止認証マーク」を店

外の利用者の見える場所に掲示してください。 

感染防止認証を受けていない店は、営業時間を５時から２０時までの間とし、酒類の

提供を行わないでください。なお、認証店であっても、認証を受けていない店同様、営

業時間を５時から２０時までの間とし、酒類の提供を行わないことも選択できます。 

 

利用者が当該店の対応状況について分かるように、酒類提供の有無等を記載した掲

示物を店外の見える場所に掲示してください。 

認証店及びそれ以外のお店のいずれも、同一グループの同一テーブルへの入店案

内は、原則４人以内としてください。なお、認証店のうち、ワクチン・検査パッケージ制



 

翻訳原文 

度登録店は、利用者全員がＰＣＲ等の検査を受け、陰性の確認を行った場合は、同

一テーブル５人以上の利用も可能です。 

 

営業時間の短縮の要請に応じていただく飲食店には、協力金を支給します。 

協力金の額は、営業時間が 

  ２１時までの場合は、売上高に応じて、１日２万５千円～７万５千円 

  ２０時までとし酒類提供を行わない場合は、認証店も認証店以外も、売上高に

応じて、１日３万円～１０万円 

また、これまで受給実績のある飲食店へは先渡しで一部を給付します。２１時までの

場合は４７．５万円、２０時までの場合は５７万円です。 

【事業者への要請】 

 



 

翻訳原文 

事業者の皆さまには、在宅勤務（テレワーク）、出勤者数の削減、時差出勤、自転車

通勤など人との接触を低減する取組みを強力に推進してください。休憩室、更衣室、

喫煙室等の居場所の切り替わりに注意し、感染防止対策を徹底ください。また、従業

員に対し、職場の内外を問わず感染防止対策の徹底を呼び掛けていただくようお願

いします。 

 

物流・運送サービスや金融機関、インフラ企業、ごみ処理関係などの事業者の皆さま

は国民生活・経済の安定確保において、非常に重要な役割を担っています。オミクロ

ン株は感染力が強いことから、感染防止対策をお願いします。 

【おわりに】 

県民の皆さま、事業者の皆さまには、再びご負担をかけることとなり、大変心苦しいで

すが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。私たち自身が日頃の生活の中で、慎

重に注意深く行動し、お互いに気を付けながら基本的な感染防止対策をしっかり実施

しましょう。お互いを守るという意識で行動し、力を合わせて、これ以上の感染の拡大

を食い止めていきましょう。 



 
やさしい日本語（JP） 

福岡
ふくおか

コロナ
こ ろ な

警報
けいほう

を 出
だ

すことについて 

２０２２年
ねん

１月
がつ

２０日
にち

（木
も く

曜
よ う

日
び

） 発
はっ

表
ぴょう

 

 

１月
がつ

20日
にち

（木曜日
も く よ う び

）に、 「福岡
ふくおか

コロナ
こ ろ な

警報
けいほう

」（※１）を 出
だ

すことを 決
き

めました。 

（※１）福
ふ く

岡
おか

コ
こ

ロナ
ろ な

警
けい

報
ほう

 ： コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

が 広
ひろ

まってきたとき（病院
びょういん

の 

ベッド
べ っ ど

を使
つか

っている 割合
わりあい

が １５％以上
い じ ょ う

など）に 県民
けんみん

・会社
かいしゃ

の みなさんへ 

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

が 広
ひろ

まらないように 協力
きょうりょく

を お願
ねが

いする 福岡県
ふくおかけん

だ

けの 基準
きじ ゅん

。 

２０２２年
ねん

に なってから コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

が 広
ひろ

まり続
つづ

けています。 １月
がつ

１９

日
にち

（水曜日
す い よ う び

）には、 新
あたら

しく コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

の 病気
び ょ う き

に なった人
ひと

の 数
かず

が、 これまで

で 一番
いちばん

多
おお

い ２，２０８人
にん

でした。 コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

は、 これまでに 経験
けいけん

し

たことない 速
はや

さ（２週
しゅう

間
かん

で およそ８０倍
ばい

）で 福岡県
ふくおかけん

全体
ぜんたい

に 広
ひろ

まっています。 

ここ最近
さいきん

の １週
しゅう

間
かん

では、 コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

に なった人
ひと

の ５５％が １０代
だい

と 

２０代
だい

となっています。 コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

が 広
ひろ

まり続
つづ

けると、 重
おも

い病
びょう

気
き

に 

なりやすい 高齢者
こ う れ い し ゃ

などに コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

が 広
ひろ

まったり、 医療
い り ょ う

の 負担
ふ た ん

が 大
おお

きくなったり するかもしれません。 １月
がつ

１９日
にち

（水曜日
す い よ う び

）の 入院
にゅういん

した人
ひと

の 数
かず

は、 １週
しゅう

間
かん

前
まえ

の およそ２．３倍
ばい

（９５人
にん

→２１４人
にん

）に 増
ふ

えています。 
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１月
がつ

１９日
にち

（水曜日
す い よ う び

）の コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

の 広
ひろ

まりなどを 「福岡
ふくおか

コロナ
こ ろ な

警報
けいほう

」

の 基準
きじ ゅん

で 確認
かくにん

すると、 次
つぎ

のとおりです。 

  最
さい

近
きん

 ７日
にち

間
かん

で 新
あたら

しく コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

に なった人
ひと

の 平均
へいきん

の人数
にんずう

（７日
にち

移
い

動
ど う

平
へい

均
きん

）が およそ３週
しゅう

間
かん

 増
ふ

えている 傾向
け い こ う

にある。 

  病
びょう

院
いん

の ベ
べ

ッ
っ

ド
ど

を 使
つか

っている人
ひと

の 割
わり

合
あい

が １３．６％ 

  コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

の ほとんどが オミクロン
お み く ろ ん

株
かぶ

（コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 

病気
び ょ う き

の 新
あたら

しい 種類
しゅる い

）であり、 ブレークスルー
ぶ れ ー く す る ー

感染
かんせん

（２回
かい

目
め

の 新型
しんがた

コロナワクチン
こ ろ な わ く ち ん

接種
せっ しゅ

を 受
う

けてから ２週
しゅう

間
かん

より後
あと

に、 コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

の 病
びょう

気
き

に かかること）も 目
め

立
だ

っている。 

１月
がつ

２１日
にち

（金曜日
き ん よ う び

）には、 病院
びょういん

の ベッド
べ っ ど

を 使
つか

っている 割合
わりあい

が、 「福岡
ふくおか

コロナ
こ ろ な

警報
けいほう

」を 出
だ

す １５％を 超
こ

えることが 考
かんが

えられます。 

このため、 専門
せんもん

の人
ひと

の 意見
い け ん

を 聞
き

いたり 市町村
し ち ょ う そ ん

と 話
はな

し合
あ

いをしたりして、本日
ほんじつ

、 

「福岡
ふくおか

コロナ
こ ろ な

警報
けいほう

」を 出
だ

すことにしました。 福岡県
ふくおかけん

の 隣
となり

にある 佐賀県
さ が け ん

や 大分県
おおいたけん

と 一緒
い っ し ょ

に 国
く に

へ 「まん延
えん

防
ぼう

止
し

等
と う

重
じゅう

点
てん

措
そ

置
ち

」（※２）を 出
だ

すことを お願
ねが

いします。 

「まん延
えん

防
ぼう

止
し

等
と う

重
じゅう

点
てん

措
そ

置
ち

」を 出
だ

すまで、 短
みじか

い 期
き

間
かん

になると 思
おも

われます。このた

め、 県民
けんみん

、会社
かいしゃ

の みなさんが 混乱
こんらん

しないように、 今回
こんかい

、 福岡県
ふくおかけん

から 「まん延
えん

防
ぼう

止
し

等
と う

重
じゅう

点
てん

措
そ

置
ち

」と 同
おな

じくらいの 協力
きょうりょく

を お願
ねが

いすることに しました。 

（※２）まん延
えん

防止
ぼ う し

等
と う

重点
じゅうてん

措置
そ ち

 ： 緊急
きんきゅう

事態
じ た い

宣言
せんげん

（みなさんの 生活
せいかつ

が 危
あぶ

ないときに 

出
で

る 大
たい

切
せつ

な お知
し

らせ）が 出
で

ないように するために、 市
し

や 町
まち

ごとに お

願
ねが

いすること。 
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協力
きょうりょく

を お願
ねが

いするのは、 １月
がつ

２４日
にち

（月曜日
げ つ よ う び

）から ２月
がつ

２０日
にち

（日曜日
に ち よ う び

）までです。

協力
きょうりょく

を お願
ねが

いする地域
ち い き

は、福岡県
ふくおかけん

の すべての 地域
ち い き

とします。 

【県民
けんみん

の みなさまへの お願
ねが

い】 

 

ワクチン
わ く ち ん

を 打
う

っている人
ひと

も ワクチン
わ く ち ん

を 打
う

っていない人
ひと

も、 外
そ と

に 出
で

るときは、 

マスク
ま す く

を 着
つ

けてください。 外
そ と

に 出
で

かけたときは、手洗
てあらい

、 消毒
しょうどく

、 検温
けんおん

 （熱
ねつ

が 出
で

て

いないか 確認
かくにん

すること）を 行
おこな

い、 コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

を 広
ひろ

めないための 

基本的
き ほ ん て き

な 対策
た い さ く

を しっかり 行
おこな

ってください。 また、 出
で

かけた 場所
ば し ょ

で どのくらい 

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

が 広
ひろ

がっているのかを 確認
かくにん

し、 利用
り よ う

する 施設
し せ つ

での 

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

を 広
ひろ

めないための 対策
た い さ く

を しっかりと 確認
かくにん

してください。 
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人
ひと

が 多
おお

く集
あつ

まる場所
ば し ょ

や コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

に かかかりそうな場所
ば し ょ

には 行
い

か

ないように してください。 特
と く

に、 熱
ねつ

が 出
で

ているときは でかけないで、 病院
びょういん

で 

検査
け ん さ

を 受
う

けてください。 

 

必要
ひつよう

がないときは、 他
ほか

の県
けん

への 移動
い ど う

は しないでください （特
と く

に、 緊急
きんきゅう

事態
じ た い

措置
そ ち

（※３）や まん延
えん

防
ぼう

止
し

等
と う

重
じゅう

点
てん

措
そ

置
ち

が 出
で

ている地
ち

域
いき

）。どうしても 移
い

動
ど う

が 必
ひつ

要
よ う

な 

場
ば

合
あい

は、 PCR などの 検査
け ん さ

を受
う

けて、 コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

に かかっていない

ことを 確認
かくにん

してください。 

（※３）緊急
きんきゅう

事態
じ た い

措置
そ ち

 ： 緊急
きんきゅう

事態
じ た い

宣言
せんげん

が 出
で

たときに、 都道府県
と ど う ふ け ん

ごとに お願
ねが

いす

ること。 
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外
そ と

で 食事
し ょ く じ

をするときは、感染
かんせん

防止
ぼ う し

認証店
にんしょうてん

（※４）など 業種
ぎょうしゅ

 （仕事
し ご と

の種類
しゅる い

） ごとの 

感染
かんせん

防止
ぼ う し

の ガイドライン
が い ど ら い ん

を しっかり 守
ま も

っているお店
みせ

を 選
えら

んでください。 

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

を 広
ひろ

めないための 対策
た い さ く

を しっかりしていない お店
みせ

には 

行
い

かないでください。 また、 お願
ねが

いしている 営業
えいぎょう

時間
じ か ん

 （お店
みせ

を開
あ

けていい時間
じ か ん

） 

をすぎたら、 お店
みせ

には いかないでください。 

ひとつのテーブルで 食事
し ょ く じ

をする 人数
にんずう

は 4人
にん

までに してください。 長
なが

い時間
じ か ん

、 人
ひと

と 食事
し ょ く じ

をすると、 気分
き ぶ ん

の 高
たか

まりや 注
ちゅう

意
い

力
りょく

が 下
さ

がること によって、 話
はな

し声
ごえ

が 

大
おお

きくなりやすいです。 人
ひと

との食事
し ょ く じ

は、 2時間
じ か ん

までで 終
お

わるように してください。 

話
はなし

をするときは、 マスク
ま す く

をつけて、 大
おお

きな声
こ え

を 出
だ

さないように してください。 

（自分
じ ぶ ん

の家
いえ

や 友達
と も だ ち

の家
いえ

などで 食事
し ょ く じ

をする ときも 同
おな

じです。） 

（※４）感染
かんせん

防止
ぼ う し

認証店
にんしょうてん

 ： 新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

を 広
ひろ

めないための 取組
と り く み

を

していると、 福岡県
ふくおかけん

が 認
みと

めた お店
みせ
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飲
いん

食
しょく

店
てん

と そのお店
みせ

を 利
り

用
よ う

する人は、 「感染
かんせん

リスク
り す く

を 避
さ

ける 飲
いん

食
しょく

店
てん

の 利
り

用
よ う

に

ついて」を しっかり 守
ま も

ってください。 
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カラオケ
か ら お け

で 歌
う た

うときは、 マスク
ま す く

を 着
つ

けて、 歌
う た

う人
ひと

と ２メ
め

ー
ー

ト
と

ル
る

より広
ひろ

く、 間
あいだ

を 

開
あ

けてください。 座
すわ

るときも 1メートル
め ー と る

より 広
ひろ

く 間
あいだ

を 開
あ

けてください。 マイク
ま い く

など

は、 歌
う た

う人
ひと

が かわるたびに 消毒
しょうどく

してください。 

 

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

に かかりやすい場所
ば し ょ

にいる などの理由
り ゆ う

で、コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

に かかっている かもしれないと 不安
ふ あ ん

を 感
かん

じている 無症状
むしょうじょう

の人
ひと

 （熱
ねつ

や

咳
せき

などが 出
で

ていない 人
ひと

）については、 福岡
ふくおか

県内
けんない

の 218 か所
し ょ

で 行
おこな

われている、 

無
む

料
りょう

の PCR検
けん

査
さ

を 受
う

けてください。 ワクチン
わ く ち ん

の 接種
せっ しゅ

を している人
ひと

も、 ワクチン
わ く ち ん

の 接種
せっ しゅ

を していない人
ひと

も 検査
け ん さ

を 受
う

けることが できます。 

【飲食店
いんしょくてん

の みなさんへの お願
ねが

い】 
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お店
みせ

を 開
あ

ける 時間
じ か ん

を 短
みじか

くしてください。 「感染
かんせん

防止
ぼ う し

認証店
にんしょうてん

」の お店
みせ

は、 「お店
みせ

を 開
あ

ける 時間
じ か ん

を ５時
じ

から ２１時
じ

まで」、 「お客
きゃく

さんに お酒
さけ

を 出
だ

すのは １１時
じ

から」、 「お客
きゃく

さんからの お酒
さけ

の 注文
ちゅうもん

を 受
う

けるのは ２０時
じ

３０分
ふん

まで」に してく

ださい。 ただし、「お店
みせ

を 開
あ

ける 時間
じ か ん

を ５時
じ

から ２０時
じ

まで」にして、 「お客
きゃく

さん

に お酒
さけ

を 出
だ

さない」こともできます。 福岡県
ふくおかけん

が お店
みせ

に 渡
わた

した 「感染
かんせん

防止
ぼ う し

認証店
にんしょうてん

マーク
ま ー く

」を、 お客
きゃく

さんから 見
み

える 場所
ば し ょ

に 貼
は

ってください。 

「感染
かんせん

防止
ぼ う し

認証店
にんしょうてん

」でない お店
みせ

は、 「お店
みせ

を 開
あ

ける 時間
じ か ん

を ５時
じ

から ２０時
じ

ま

で」にして、 「お客
きゃく

さんに お酒
さけ

を 出
だ

さない」でください。 

 

お客
きゃく

さんが、 お店
みせ

の取組
と り く み

を 知
し

ることが できるように、 お酒
さけ

を 出
だ

す お店
みせ

か、 

お酒
さけ

を 出
だ

さない お店
みせ

かを 書
か

いたものを、 お店
みせ

の 外
そ と

に 貼
は

ってください。 
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お客
きゃく

さんが グループ
ぐ る ー ぷ

で 来
き

たときは、 同
おな

じテ
て

ー
ー

ブ
ぶ

ル
る

に 案内
あんない

するのは ４人
にん

までに

してください。 ただし、 「感染
かんせん

防止
ぼ う し

認証店
にんしょうてん

」で、 「ワクチン
わ く ち ん

・検査
け ん さ

パッケージ
ぱ っ け ー じ

制度
せ い ど

登録店
と う ろ く て ん

」（※５）の お店
みせ

は、 お客
きゃく

さん全員
ぜんいん

が ＰＣＲ検査
け ん さ

を 受
う

けて 陰性
いんせい

だった

場合
ば あ い

は、 同
おな

じテーブル
て ー ぶ る

に ５人
にん

以上
い じ ょ う

 案内
あんない

することが できます。  

（※５）ワクチン
わ く ち ん

・検査
け ん さ

パッケージ
ぱ っ け ー じ

制度
せ い ど

登録店
と う ろ く て ん

 ： お客
きゃく

さんの PCR検査
け ん さ

の 結果
け っ か

が 

陰性
いんせい

で あることを 確認
かくにん

することで、制限
せいげん

が 少
す く

なくなる お店
みせ

。 

 

お店
みせ

を  開
あ

ける 時間
じ か ん

を 短
みじか

くする お願
ねが

いに 協力
きょうりょく

してくれた お店
みせ

は お金
かね

を も

らえます。  

・ お店
みせ

を  開
あ

ける 時間
じ か ん

を ２１時
じ

までにした お店
みせ

は、 売上
う り あ げ

の 金額
き ん がく

ごとに １日
にち

につき ２５，０００円
えん

から ７５，０００円
えん

まで もらえます。  

・ お店
みせ

を  開
あ

ける 時間
じ か ん

を ２０時
じ

までにした お店
みせ

は、 売上
う り あ げ

の 金額
き ん がく

ごとに １日
にち

につき ３０，０００円
えん

から１００，０００円
えん

まで もらえます。  

今
いま

までに 県
けん

から お金
かね

を もらったことがある お店
みせ

は お金
かね

の 一部
い ち ぶ

を 先
さ き

に もら

えます。 お店
みせ

を 開
あ

ける 時
じ

間
かん

を ２１時
じ

までにした お店
みせ

は、 ４７５，０００円
えん

を もら

えます。 お店
みせ

を 開
あ

ける 時
じ

間
かん

を ２０時
じ

までにした お店
みせ

は、 ５７０，０００円
えん

を もら

えます。 

【会社
かいしゃ

への お願
ねが

い】 
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会社
かいしゃ

の みなさまには、 テレワーク、 会社
かいしゃ

に 行
い

く人
ひと

を 減
へ

らす、 違
ちが

う時間
じ か ん

に 会社
かいしゃ

に行
い

く、 自転車
じ て ん し ゃ

で 会社
かいしゃ

に行
い

くなど 人
ひと

との 接触
せっしょく

を 減
へ

らす 取組
と り く

みを できる限
かぎ

り 

進
すす

めてください。 休
きゅう

憩室
けいしつ

（休
やす

むところ）、 更衣室
こ う い し つ

（着替
き が

えるところ）、 喫煙室
きつえんしつ

（たばこ

を 吸
す

うところ）などの 場所
ば し ょ

が 替
か

わるときに 注意
ち ゅ う い

し、 感染
かんせん

を 防
ふせ

ぐための 対策
た い さ く

を 

しっかりと 行
おこな

ってください。また、 働
はたら

く人
ひと

に、 会社
かいしゃ

の 中
なか

でも 外
そ と

でも 感染
かんせん

を防
ふせ

ぐ 

対策
た い さ く

を 確実
か く じ つ

に 行
おこな

うよう 呼
よ

び掛
か

けてください。 

 

ものを はこぶ サービス
さ ー び す

や 銀行
ぎ ん こ う

、 インフラ
い ん ふ ら

（ガス
が す

や水道
すいどう

など）の 会社
かいしゃ

、 ごみ処理
し ょ り

関係
かんけい

などの 会社
かいしゃ

の みなさまは 国民
こ く み ん

の 生活
せいかつ

や 経済
けいざい

を 安定
あんてい

して 確保
か く ほ

するため

に、 とても 大切
たいせつ

な 役割
や く わ り

を しています。オミクロン
お み く ろ ん

株
かぶ

は 感染
かんせん

しやすいため、 感染
かんせん

を防
ふせ

ぐ 対策
た い さ く

を お願
ねが

いします。 
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【おわりに】 

福岡県
ふくおかけん

に 住
す

む みなさま、 会社
かいしゃ

の みなさまには、 もう一度
い ち ど

 ご負担
ふ た ん

を かけるこ

ととなり、 とても 心苦
こころぐる

しいですが、 ご理解
り か い

と ご協力
きょうりょく

を よろしく お願
ねが

いします。 

私
わたし

たち自身
じ し ん

が いつもの 生活
せいかつ

の 中
なか

で、 慎重
しんちょう

に 注意
ち ゅ う い

して 行動
こ う ど う

し、 お互
たが

いに 

気
き

を付
つ

けながら 基本的
き ほ ん て き

な コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の 病気
び ょ う き

を 広
ひろ

めないための 対策
た い さ く

を し

っかり 行
おこな

いましょう。 お互
たが

いを 守
ま も

るということを 考
かんが

えながら 行動
こ う ど う

し、 力
ちから

を 合
あ

わせて、 これ以上
い じ ょ う

 コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

の 病
びょう

気
き

を 広
ひろ

めないように しましょう。 
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Issuing of the Fukuoka Corona Alert 

As of Thursday, January 20, 2022 

 
The Fukuoka Prefectural Government has decided to activate the "Fukuoka Corona 
Alert" on Thursday, January 20. 

On Wednesday, January 19, the number of new cases has reached a record high of 
2,208. This is the fastest rate ever experienced in the prefecture (about 80 times in two 
weeks), and the infection is spreading not only in urban areas but also in the whole 
prefecture. In the past week, 55% of the total cases were among teenagers and people in 
their 20s. The number of hospitalized patients as of Wednesday, January 19, was about 
2.3 times that of a week ago (95 to 214). 

The status of infection as of Wednesday, January 19, using the indicators of the 
"Fukuoka Corona Alert" is as follows. 

- The number of new positive cases has been increasing at the 7-day average for 
about 3 weeks. 

- The hospital bed utilization rate is 13.6%. 

- Omicron strains have been almost completely replaced, and breakthrough 
infections are also appearing. 

According to our projections the percentage of those who will be hospitalized out of the 
number of new cases in the 6th wave and the average length of hospitalization, the 
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hospital bed utilization rate is expected to exceed 15% by Friday, January 21, which is 
the guideline for issuing an alert. 

Therefore, after making a comprehensive judgment based on the opinions of experts and 
consultations with municipalities, the Fukuoka Corona Alert will be issued. Saga 
Prefecture and Oita Prefecture, which are adjacent to Fukuoka Prefecture, will join in 
requesting the national government to apply the priority measures to prevent the spread 
of the disease. 

To avoid confusion among the prefectural residents and businesses, the prefectural 
government will implement its own measures equivalent to the priority measures, as it 
is expected to be a short period of time before the priority measures are applied. 

 
The period of the measures will be from Monday, January 24 to Sunday, February 20, 
and the area of the measures will apply to the entire prefecture. 

【Request to Prefectural Residents】 
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When going out, please wear a mask, including those who have been vaccinated, and 
disinfect your hands and take your temperature at the places you visit. Please ensure that 
basic infection control measures are taken. In addition, please carefully check the 
infection status of your destination and the infection prevention measures of the 
facilities you use, and refrain from going out to crowded places or places with high risk 
of infection. If you have symptoms such as fever, please avoid going out and 
proactively visit a medical institution to have a checkup. 

 
Please refrain from unnecessary moving across prefectures, especially to and from the 
state of emergency zone and priority zones. If it is necessary to move, please undergo 
PCR or other tests to confirm that you are negative. 

 
When going out to eat, please choose a restaurant that has received third-party 
certification from the prefectural government, or that complies with industry-specific 
guidelines, and refrain from using restaurants that do not have thorough infection 
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prevention measures in place. Also, please do not enter or leave the establishments after 
the requested hours. 

Generally, no more than four people may use the same table in a restaurant. 

Please limit meals to two hours or less, including meals at private homes, and wear a 
mask and avoid shouting during conversations, as prolonged meals tend to make people 
loud due to heightened mood and loss of attention. 

If you have any questions, please feel free to contact us. 
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Restaurants and their patrons should comply with the "Guidelines to Avoid Infection 
Risk while at Restaurants"（Attachment１）.   

 
When singing at karaoke, please wear a mask, keep a distance of at least 2 meters from 
the person singing, and keep a distance of at least 1 meter between seats. Please 
disinfect microphones and other equipment each time people change. 

 
Regardless of whether you have been vaccinated or not, asymptomatic people who are 
concerned about being infected due to being in an environment with high risks of 
infection, etc., should take the free test offered by the prefectural govenrment. 
Currently, this service is available at 218 locations in the prefecture. 
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【Request to restaurants and Bars etc.】 

 
We request all restaurants to shorten their business hours. For certified restaurants, the 
hours of operation will be from 5:00 to 21:00, with alcoholic beverages served from 
11:00 and stop at 20:30. Please display the "Infection Prevention Certification Mark" 
issued by Fukuoka Prefectural Government outside the restaurant in a place where users 
can see it. 
Restaurants that are not certified should keep their business hours between 5:00 and 
20:00 and not serve alcoholic beverages. Certified restaurants may also choose not to 
serve alcoholic beverages between the hours of 5:00 and 20:00, just like non-certified 
restaurants. 
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Please post a notice stating whether alcoholic beverages are served or not in a visible 
location outside the store so that patrons can learn about the status of the store in 
question. 

Generally, no more than four people from the same group can be admitted to the same 
table in both certified and non-certified stores. Among certified stores, stores registered 
with the Vaccine and Testing Package System may allow more than 5 people at the 
same table if all users have undergone PCR and other tests and have been confirmed 
negative. 
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Restaurants that respond to requests to shorten their business hours will be given a 
cooperation money. 
The amount of the cooperation money will be 

- If the hours of operation are until 21:00, the amount of cooperation fee will be 25,000 
yen to 75,000 yen per day, depending on the amount of sales. 

- If the hours of operation are until 20:00 and no alcoholic beverages are served, both 
certified and non-certified stores will receive 30,000 yen to 100,000 yen per day, 
depending on their sales. 

In addition, restaurants that have already received this before will receive a portion of 
the amount in advance. The amount is 475,000 yen for 21:00 and 570,000 yen for 
20:00. 
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【Request to Businesses】 

 
Businesses are urged to strongly promote initiatives to reduce human contact, such as 
Work from home, reducing the number of workers, staggered work hours, and bicycle 
commuting. Pay attention to the switching of places such as break rooms, changing 
rooms, and smoking rooms, and take thorough measures to prevent infection. In 
addition, please encourage your employees to take thorough measures to prevent 
infection both inside and outside the workplace. 

 
Businesses such as logistics and transportation services, financial institutions, 
infrastructure companies, and waste disposal companies play a very important role in 
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ensuring the stability of people's lives and the economy. Omicron strains are highly 
infectious, so please take measures to prevent infection. 

【In Conclusion】 

I am very sorry to have to burden the prefectural and businesses once again, but I ask 
for your understanding and cooperation. Let us ourselves act cautiously and carefully in 
our daily lives and take care of each other and implement basic infection prevention 
measures. Let us act with a sense of protecting each other and work together to stop the 
further spread of infection. 


